もうと しなかった。 時々 思い出して は 大きな 声 を 出し 

た。 しまいに は その 泣 声が 少し 気になり 出して、 僕 は 

八つ ちゃんと 暄嘩 しなければ よかった な あと 思い 始め 

た。 さっき 八つ ちゃんが にこに こ 笑いながら 小さな 手 

に 碁石 を 1 杯 握って、 僕がん 用ない といった の も 僕 は 

にぎりこぶし 

思い出した。 その 小さな 握 拳が 僕の 眼の 前で ひよこ 

りひよ こりと 動いた。 

うち 

その 中に 婆やが 畳の 上に 握って いた 碁石 を ばらり と 

撒く と、 泣きじゃくり をして いた 八つち やん は 急に 泣 

きゃんで、 婆やの 膝から すべり 下りて それ をお もちや 

にし 始めた。 婆や は それ を 見る と、 



ていら しった。 

「婆や …… どうしたの」 

お母さん は 僕 を 押しの けて、 婆やの 側に 来て こう 

おっしゃ 

仰 有った。 

「八つ ちゃんが あなた …… 碁石で もお 呑みに なつたん 

でしよう か …… 」 

「お呑みに な つたんで しょうか もない もんじ やない 

ゝ I 

力」 

お母さんの 声 は 怒った 時の 声だった。 そしてい きな 

リ 婆やから ひったくる ように 八つち やん を 抱き 取つ て、 

自分が 苦しく つてた まらない ような 顔 をしながら、 ば 
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